
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

フェイト

アリス

タナトス

タナトス

9歳

幸福

14

煉獄

12
39:【感謝】

58:【鳥篭の鳥】

【出会い】

【喧嘩】

【事件】

【別れ】

いくら感謝してもしきれない人がいた。まだ[ありがとう]も言っていない…はず、会えたら、最初にその言葉を伝えなければ。ああ、でもその人は誰だったのだろう。どんな人だったろう。

閉じ込められている小鳥が可哀想で、あなたは籠の中の小鳥を逃がした。今のあなたは、死なない体に閉じ込められた小鳥。いつか誰かが哀れみ、逃がしてくれるだろうか。

私とナノハが初めて出会ったのも、こういう雰囲気の場所だった事を覚えている。運命だと言うのだろうか、私達は直ぐに仲良くなって、一緒にいることが当たり前の関係になった。

私達でも、たまには喧嘩をすることがあった。原因は些細な事だったと思う。喧嘩した事さえ、翌日には忘れてしまうこともあった。けれど、たまには仲直りの儀式が必要なことがあった。その時はいつも、私の方から近づいて、ナノハと口づけを交わすのだ。今は特に喧嘩をしているわけではないけれど、久しぶりに口づけをしてもいいかもしれない。

それは、いつの日かの帰り道だったと思う。私がいつもの通りを通って、家に帰ろうとしていた。おそらく待ち伏せされていたのだろう。沢山の男たちが私を取り囲み、卑猥な笑みを浮かべ襲い掛かろうとしてきた。間一髪というところだった。ナノハが私の目の前に現れると、沢山の男たちを蹴散らしていった。

足元には、白波が打ち付ける海岸があった。そこは切り立った崖になっており、まるで無限に続くように思える空があった。私達は互いに手を取ると、共にその崖下へと飛び降りた。再び来世で出会えることを信じて。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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負けない心
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安全装置

誓いのヴェール
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武装壁

殺戮の舞台装置
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対話判定+1

白兵判定+1

自身の攻撃に「全体攻撃」を付与

同カウントで姉妹が狙った敵を攻撃する際、攻撃判定・ダメージ+1

行動値+2

行動値+1

肉弾攻撃１

行動値+1

行動値+2、装備部位にダメージを受けたら基本パーツ追加損傷

支援2（ボルトヘッド）

たからもの

肉弾攻撃１

支援１

移動１

防御1+爆発無効化（合金トランク）

白兵4.攻撃判定+1（ジョギリ）

たからもの

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

移動１

移動１

妨害１
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